啓林館　地学（地学30１）　観点一覧
(１)　内容の難易度

・文章が詳しく，難しい内容についてもわかり易く記載されており，学習意欲が高まる教科書に編集されている。理系大学入試を明確に意識し，問いや例題，部末問題，参考の題材が選ばれている。
・地球および周囲の宇宙について重要な知識を学び，地学的に探究する能力と態度を育てることを目標に編集しており，個々の知識の記述・説明に終始することなく，特に地球や宇宙という巨大な複合システムを統合的に理解できるように工夫されている。
・的確な図版掲載によって，学習内容を視覚的・概念的に把握しやすく，新しい教育課程の入試で問われる力を育む上で，多くの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致している。
(２)　内容の取扱い

・第1部では，地球の概観と地球の活動がどのように考えられているかを，様々な現象と関連付けて理解が深まるようよう工夫されている。地球の活動に対する考え方がどのように確立されてきたか，観測方法の発達や歴史上の発見などと結びつけて理解できるよう配慮されている。
・第2部では，現在の地表に露出する各種の岩石から，地球史がどのように解明されるのかについて，さらに，私たちが住む日本列島の歴史についても具体例を挙げて説明されている。教室内で行える簡単な実習も取り入れ，生徒の理解を深める配慮がなされている。
・第3部では，図版や写真を活用し，大気や地球規模でのその動き，世界の気候を理解し易いよう気象現象を記述している。その中で，日本の季節の変化がなぜ起こるかがわかるよう工夫している。また，地球表面の大半を占める海洋が，地球の気候の中でどのような役割を果たしているのかを学習し，気候変動や環境の変化など日常生活や社会と関連する話題で，生徒の興味を高める工夫がみられる。
・第4部では，太陽系から恒星の世界，銀河の世界，そして宇宙の地平線まで，空間的・時間的スケールを広げながら宇宙の構造について学ぶ方向付けの明確な構成がなされている。図や写真を多く取り入れて興味・関心を高めるとともに，問いや例題を適宜配置して，この領域で求められる図の読み取りや数式の計算など，学習内容の定着に配慮がなされている。
・前後見返しや巻末の資料では，本文記述内容の理解や実習･探究活動を行う上で参考となる資料･地質図等が掲載され，学習上の便宜が考慮されている。

(３) 単元の構成・配列及び分量

・各部（章）の冒頭では，「地学基礎」との関連を図りながら地学的な事物・現象をより詳しく取り扱い，地学の基本的な概念や原理・法則の理解が深まるよう，丁寧な記述がなされている。
・指導要領の項目が４部に大別・再構成されていて，本校の授業の進め方に合致している。
・学習内容が，時系列や具体性の深化，対象世界の拡大など系統的に配列され，学習展開や授業の流れを円滑にして学習事項が身に付くように配慮されている。

・「やってみよう」「実習」「探究活動」などは質・量ともに必要・十分であり，実験を題材にした出題のある最近の入試にも読むだけでも役立つと考えられる。

・「参考」では，日常生活や社会に関連する話題や，発展的な内容が掲載され，生徒の関心・興味を喚起する上で，適切かつ分量も必要・十分である。

(3)　その他　

・本文の記述は平易でわかりやすく，カラーの写真やイラストが適切に配置され，学習効果を高められるよう構成されている。
・図表は，１つ１つの内容を分かりやすく解説するものや，関連する内容をまとめたものなどを適宜配置し，地学の基本的な概念の確実な理解に繋がるようにしている。また，本文，図表中で適宜標本等の大きさや年代についても触れ，空間的・時間的スケールを正しく認識できるようにされている。
・文章表記は，できるだけ漢字を使用している。これにより平仮名では曖昧になることもある語句の意味を明確に理解できるとともに，国語科との学習の関連も図られている。また，重要語句は太字で表記され，用語の整理がしやすい。
・探究活動や実習では，野外で行う観察や岩石等の実物を観察する活動についても積極的に取り上げている。生徒が直接観察・実験を行うのが難しい事柄についても，既に得られている観測・調査のデータや図，写真などから，情報を読み取ったり整理したりして，考察する活動を掲載し，地学的・科学的に探究する能力が養われるように心がけられている。
・脚注を丹念に配し，科学用語や日常会話レベルの英単語，英語の略語等についてスペル表記をしている。英語科との学習の関連の他，将来，高等教育に進み，研究職や技術職に就く上で必要不可欠な英語力の育成が企図されている。
